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　産業振興財団では、２月 23 日に理事会を開催し、新年度の事業

計画等を決定しました。

　最近の我が国経済は、日銀の追加の金融緩和と、アメリカ経済

が緩やかなペースで拡大していることを受けて、景気後退に陥る

見通しは小さくなってきています。もっとも、金融不安の残る欧

州を中心とした海外経済が、我が国経済の本格回復を阻む可能性

があるとも言われており、地域経済においても、予断の許されな

い状況が続くことが予想されます。

　このような状況において新興国との競争がますます激しくなる中、今後、企業を発展させるためには、他

社に簡単にはまねのできない製品、技術の開発、また、ものづくりの強みとともにサービスやシステムを一

体として提供する独自性の価値を創造する必要があると言われています。

　産業振興財団では、産・学・官連携のもとで、地域経済の発展のため、市内産業界のニーズ把握に努め、

我国経済の発展の方向性を見据えながら、時代に合った的確な支援事業の充実に努めていきたいと考えてお

ります。新年度の予算総額は、２億 3,412 万円で、新たな時代にふさわしい財団とするため、事業の充実な

どを行いながらも、経費の適正化に努めた予算編成を行っています。

（詳しくは、財団ホームページに掲載しています。）

地域企業及び新規事業者支援の充実
… 新年度の事業計画と予算が決定 …

平成24年度の重点事業

産学官連携で、企業への幅広いサポート活動を展開
　◆ 技術開発・経営課題解決の支援

　◆ 起業・第二創業に対する支援

　◆ 新たな時代にふさわしい財団組織の確立

①  県下の支援機関等との連携を深め、技術・新製品の開発を支援する。
②  産学官連携により企業の情報化推進を支援する。

①  商工会議所、金融機関等と連携して、ニーズに対応した起業セミナーを開催する。
②  経営革新、第二創業を支援するため相談体制の充実を図る。

①  時代の変化に柔軟に対応できる法人への移行業務を進める。
②  新財団法人への移行を進めるため、基本となる諸規程の整備を進める。



　シーケンス制御の基礎と PLC の初歩的な使い方を

学びたい方を対象に、実習を多く取り入れた内容で、

少数の受講生を複数の教員で丁寧に指導します。

◆受講場所　明石高専

　　　　　　電気情報工学科 電気電子基礎実験室

◆定　　員　10 名

◆受 講 料　15,000 円／人

◆申込み先　㈶明石市産業振興財団

　　　　　　TEL : 078-936-7917　FAX : 078-936-7916

　　　　　　４月 28 日（土）まで先着順に受付

http://www.aicc.or.jp

　組織の成長、活性化のためには中核となる人材の育成が不可欠です。財団は他

機関と連携し、24 年度も企業の人材育成、ビジネスのスキルアップに役立つ多彩

なセミナーを開催します。

　見やすく、使いやすい画面展開、財団管理施設の空き室情報、イベント・

セミナー情報を確認できるなど、利用しやすいホームページになります。

また、サイト内の「明石ものづくり企業紹介」も一層便利になります。

> > 明石ものづくり企業紹介サイト > >
　「明石ものづくり企業紹介サイト」には、現在、約 200 社の企業が登録

されています。自社 PR の場としても活用いただけます。

　この機会にぜひご登録ください。（登録無料）

切削加工の基礎を学ぶ 税務実務研修 社会保険実務研修

企業の人材育成・組織活性化をサポート

「シーケンス制御の基礎を学ぶ」

財団ホームページをリニューアル

日　　程 内　　容

１日目 5月12日（土） シーケンス制御回路の基礎

２日目 5月19日（土） シーケンス制御回路の設計と製作

３日目 5月26日（土） PLC の基礎

４日目 6月 ２日（土） PLC による制御

… 明石高専の設備と、講師陣のわかりやすい指導で …

明石工業高等専門学校
（電気情報工学科 担当：藤野達士教授）

E-mail fujino@akashi.ac.jp
☎ 078-946-6130

講座内容のお問合せ先

※ 不在の場合がありますので、できればメールでお願いします。

技術実習講座

※ 「ＰＬＣ」とは、三菱電機のＭＥＬＳＥＣやオムロンのＳＹＳ

ＭＡＣなどシーケンス制御機の一般名称です。今回はオムロン

製を使用します。

募集中



№ 事業名等 事業内容 開催予定

1 情報定期便
「こんにちは産業振興財団です」

産業支援情報（セミナー開催、融資、県市の新規事業、企業からの情報など）
を財団が収集し、市内企業へ定期便として毎月発送する。 毎月

2 財団機関紙「財団ニュース」発行 財団事業、産業情報、新刊図書等や、市内企業の紹介などを財団機関紙として
各 1,000 部発行する。（6 月、9 月、1 月、3 月） 年４回

3 テレビ放映
「あかし元気企業」紹介

高い技術力をもつ市内企業の製造現場を撮影し、明石のものづくり産業の素晴
らしさをテレビ放映する。
あわせて財団事業の PR も行う。（６月、10 月、２月）

年３回

4 財団ホームページの管理運用等
財団の各種事業の案内、財団概要、施設の空き室情報、支援機関情報、市内企
業紹介データベースなどを掲載する。また、財団の予算・決算、事業計画・事
業報告も公開する。

通年

5 ビジネスのための IT セミナー 進展する IT の現状理解と活用についてシリーズで開催する。
（２回） ９月

6 ビジネスに役立つ情報収集講座 ビジネスマンのスキルアップを目的に、インターネットや図書館を活用して、
ビジネスに有効な情報収集方法を学ぶ。 ９月

7 産業ビデオ、図書の閲覧・貸出 産業分野に関するビジネス図書、研修用 DVD 等を購入し、情報ライブラリー
として閲覧・貸出を行う。 通年

進化する時代に対応、タイムリーな情報提供・発信

企業の課題解決などに、支援機関とともに取り組む

喜ばれる施設の管理運営

情報の収集・提供事業

経営・技術の相談・助言事業

施設の管理運営事業

№ 事業名等 事業内容 開催予定

1 明石テクノネットワークの構築と連絡
会議

産業支援機関のネットワークを構築し、各支援機関が持つ情報の交換を行うと
ともに、その連携で企業からの課題解決に応じる。

5 月
随時

2 企業訪問による相談 企業からの課題に応じチームを編成し、企業訪問、相談に応じる。 通年

3 起業相談 起業をめざす、また起業後、様々な課題に直面している経営者等に、起業全般
にわたる相談に応じる。 通年

4 経営相談 企業経営に関する各種相談に応じる。（火曜日～木曜日） 通年

5 技術相談
企業からの技術相談の窓口となり各種支援機関との連携で対応する。（火曜日

～金曜日）
通年

6 産業財産権相談 特許権、実用新案権、意匠権、商標権の出願、法令等の相談に応じ、助言をする。
（第２･ ４金曜日　午後） 通年

7 相談業務のＰＲ月間 各種相談事業の利用 PR、並びに図書、施設利用の PR も行う。 5 月・11 月

№ 事業名等 事業内容 開催予定

1 産業交流センターの管理運営 指定管理事業として、施設の貸出業務など適正で効率的なサービスに努めると
ともに、産業交流、人材育成等各種の産業支援事業の推進に努めていく。 通年

2 勤労福祉会館の管理運営 指定管理事業として、施設の貸出業務など適正で効率的なサービスに努めると
ともに、トレーニング講座等を開催し、勤労者の福祉向上に努めていく。 通年

3 サンライフ明石の管理運営
（中高年齢労働者福祉センター）

指定管理事業として、施設の貸出業務など適正で効率的なサービスに努めると
ともに、保健体操、高齢者体操講座等を開催し、勤労者の福祉向上に努めていく。 通年

4 南二見会館の管理運営 市管理委託事業として、施設の貸出業務など適正で効率的なサービスに努める。 通年



№ 事業名等 事業内容 開催予定

1 ものづくり支援セミナー in 明石 市内企業の産学官連携等による新事業展開や技術の高度化、企業の競争力強化、
人材育成等を支援するため技術セミナーと交流会などを開催する。 ２月

2 ロボットジャンボリー
親子で楽しむロボット教室

親子ロボット工作教室、ロボットのエキシビジョン対決、ロボット体験操縦な
ど。市民（特に次世代を担う子供たち）に高専のロボット技術を紹介するイベ
ントを開催する。

１月

3 最先端施設見学 市内企業関係者等を対象に、近畿圏内の最先端施設を見学するとともに、企業
間の相互交流を図る。（E- ディフェンス、スパコン「京」を予定） 11 月

4 ふしぎ科学実験ショー「静電気」 次世代を担う小・中学生を対象に、科学実験ショーを開催し、科学への理解を
深める。 11 月

5 各種産業展への参加 製品、技術の PR による販路拡大。企業相互のコラボレーションによる新製品・
新技術の開発。新規顧客開拓等のマッチングをめざす。 ８月

6 設立 15 周年記念事業の計画策定 平成 25 年の財団設立 15 周年に向け、その事業計画と企業・支援機関への出
展依頼等に着手する。 通年

7 産業・科学技術
「クローズアップセミナー」 最新の産業・科学技術に関するセミナーを開催する。 8 月

8 技術デリバリー講座の斡旋 市内企業のユニークな技術や、ものづくりの素晴らしさを市民に理解してもら
うことを目的に、企業による出前講座を実施する。 通年

9 金融・経済セミナーの開催 金融・経済の仕組みや現状をわかりやすく解説する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年６回）

 6 月（3 回）
11 月（3 回）

10 ライフプランセミナーの開催 豊かな人生を過ごすために必要なライフプランと資金運用についてわかりやす
く解説する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年４回）

10 月（2 回）
 3 月（2 回）

11 産業振興活動団体への支援と連携 産業振興をめざす団体への支援と連携を図るため、会議の場の提供や活動への
助言、セミナー開催の協力などを行う。 通年

12 明石発！発明発見展の開催 県下発明愛好家の作品の発表、交流の場として開催するとともに、発明やもの
づくりに対する市民の関心を高める機会づくりとする。 8 月

№ 事業名等 事業内容 開催予定

1 シーケンス制御の基礎講座 明石高専（電気情報工学科）の設備と教授等の指導でシーケンスの実技講座（４
回コース）を開催する。 5 月

2 機械加工（切削加工）の基礎講座 明石高専（機械工学科）の設備と教授等の指導で機械加工（切削加工）実技講
座（２回コース）を開催する。 9 月

3 再就職にテャレンジする CAD 講座 明石高専（都市システム工学科）の設備と教授等の指導で機械製図ＣＡＤの実
技講座（10 回コース）を開催する。 10 月～ 1 月

4 税務実務研修 法人税等の事務担当者を対象に、税の実務について説明会を開催する。 10 月

5 シリーズ経営革新セミナー 中小企業の経営者等を対象に、これからの経営について学ぶ。
（年 3 回） 10 月

6 起業支援セミナー
起業をめざす、また起業後まもない経営者を対象に、事業計画、マーケティン
グ、販路拡大等、テーマを掘り下げ開催する。また学生等を対象に起業家育成
事業も検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年 6 回）

７月

7 新入社員研修 新入社員を対象に、社会人としての基本的なビジネスマナー研修や、講演会を、
地域雇用開発協会とともに開催する。 ４月

8 中堅社員パワーアップ研修 中堅社員を対象にワークライフバランス、人材確保、コミュニケーション、意
識改革、法律対応等に関する研修を開催する。 11 月

9 社会保険実務研修 社会保険等の事務担当者を対象に、健康保険、厚生年金等の実務について説明
会を開催する。 6 月

10 産業技術専門講習会 最新の産業技術に関する講習会を開催する。　　　　　　　　　　　（年2回） 9 月・2 月

11 産業財産権セミナー 企業経営者や知財担当者のための産業財産権（特許権、実用新案権、意匠権、
商標権）に関する実践的セミナーを開催する。 12 月

12 神戸学院大学公開セミナー（企業経営） 企業経営に役立つセミナーを公開セミナーとして開催する。　　　　（年２回） 6 月・11 月

13 　　　　〃　　　　　（健康セミナー） 健康についての知識を深めるためのセミナーを開催する。　　　　　（年２回） ７月・12 月

14 めざせエンジニア
「ものづくりキッズクラブ」

次世代を担う子どもたちに、ものづくりの大切さを理解させるため、ものづく
り体験、工場見学などの講座をシリーズ ( 数回）で開催する。 7 月～ 9 月

企業・市民の交流で新たな可能性を開く産業交流事業

人材育成事業 成長の鍵は人、社員を育てる

平成24年度事業計画



● 大学概要
　 　兵庫県立大学は、「独創的・先駆的な研究の推進（新しい知の創造）」、「高い専門能力と幅広い教養を備えた

人間性豊かな人材の育成」、「地域の発展と我が国の繁栄、世界・人類の幸せに貢献（産学連携、地域貢献）」

を理念として、神戸商科大学，姫路工業大学，兵庫県立看護大学の３大学を統合して平成 16 年４月に開学、

現在６学部，12 大学院研究科，４附置研究所を設置しています。

● 活動内容
　 　産学連携機構は、大学理念の一つである「産学連携・地域貢献」を目指して “もっと地域へ！　もっと地域

から！　もっと世界へ！　もっと世界から！”をスローガンに、兵庫県立大学と産業界とを繋ぐ研究協力・学

術交流を積極的に推進し、地域社会に開かれた大学として研究成果・知的資産を地域社会に還元・社会に貢献

することを目的に活動しています。

● 主な業務
　 　①産業界との共同研究・受託研究の企画推進、②産業界との先端的共同研究プロジェクトの実施支援（国等

からの補助金獲得支援など）、③教員・研究室とその研究内容の紹介（シンポジウム、セミナー等の研究シー

ズ発表会などの開催）、④新たな交流・連携企業の開拓、⑤各種相談業務など。

● 主な産学連携メニュー
　 　①共同研究（企業等からの研究費により大学教員と企業等の共通の課題で研究）、②受託研究（企業等から

研究費で、委託された課題について研究）、③研究助成金（教育及び学術研究を助成するための寄付金）、④地

域連携卒業研究（地元企業から卒業研究テーマを募集し、企業と連携して取り組む研究）、⑤技術相談（企業

等からの技術相談に対応、必要に応じて教員等の紹介）など。

● スタッフ
　　　教　　員：機構長、副機構長、テクノロジーサポートセンター長、

　　　　　　　　ビジネスサポートセンター長（各１名）

　　　コーディネーター：研究企画コーディネーター（３名）、技術移転

　　　　　　　　コーディネーター（１名）、知的財産コーディネーター（１名）

　　　事務部門：専門員（１名）、事務員（１名）

● 所在地
　 〒 670-0962　姫路市南駅前町 123　じばさんびる 3F
　 TEL : 079-283-4560　FAX: 079-283-4561
　 URL : http://www.u-hyogo.ac.jp/industry/index.html
　 E-Mail : sangaku@hq.u-hyogo.ac.jp

支援機関の紹介 兵庫県立大学　産学連携機構
Organization for Corporate Relations, University of Hyogo

　産業交流センターは、展示場、多目的ホール、研修室、会議室

を備え、各種交流フェア、レセプション、シンポジウム、映画上映、

研修会場など、幅広くご利用いただいております。

　音響、照明機器を常設しており、様々な用途にお応えできる施

設です。アクセスはＪＲ大久保駅から徒歩２分、約 170 台の駐車

場を完備（有料）しています。ぜひご活用ください。

～産業交流、ビジネスの情報拠点～

（詳細はホームページでご覧いただけます）

貸室受付専用電話番号を開設 貸室のお問合せ・
お申込みは TEL：078－936－7915

共同研究・受託研究、技術相談などで兵庫県立大学教員の研究シーズを活用されたい時は、

いつでも産学連携機構にご連絡・ご相談ください。

明石市立産業交流センター



川村化成工業株式会社
所在地：〒674-0093

　　　　明石市二見町南二見1番地の16

　　　　Tel：078-941-5177／ Fax：078-941-5178

　　　　URL http://www.kawamura-kasei.co.jp/

経 営 相 談
毎週火～木曜日

1 0 : 0 0 ～ 1 5 : 0 0

明石商工会議所

発明・特許相談
毎月第 2・4 金曜日

13:00 ～ 16:00（要予約）

兵庫県発明協会

起 業 相 談
毎週火～金曜日

9:00 ～ 17:00（要予約）

中小企業診断士

技 術 相 談
毎週火～金曜日

10:00 ～ 17:00

明石テクノネットワーク

創業：昭和10（1935）年８月　　従業員：９人　　資本金：5300万円

海外進出の進め方　進出先の調査　ほか 4 本 ISO9000　実践編　システム構築に当って　ほか 4 本

ISO9000　導入編　ISO9000 とは　ほか 4 本 これで納得！職場の５Ｓ

情報ライブラリーからのお知らせ 産業・経営関係のＤＶＤ・ビデオ等

の視聴覚資料を約400本所蔵しています。

社内研修の教材として、ぜひご活用ください。

（利用無料）

本社工場外観

産業交流センター３階相談室では、専門家による相談事業を実施しています。

企業活動を支援する各種の相談ご利用ください 企業活動を支援する各種の相談

Ｑ：御社の事業内容をお聞かせ下さい。

Ａ： 弊社は「金属石けん」と呼ばれる化学薬品を主に生産しています。中で

も看板製品であるステアリン酸アルミニウムは、国内需要の約半量の

シェアを占めていると自負しております。一般には馴染みの少ない製品

ですが、その用途は多彩で、セメント防水剤，プラスチックゲル化剤，

グリース粘度調節剤，塗料沈降防止剤，製紙起泡防止剤，金属塑性加工

滑剤，インキ，皮革，繊維，化粧品等々、多くの化成品の加工工程にお

いて、機能性の付与と作業性の向上に貢献しています。

Ｑ：営業品目

Ａ： ステアリン酸アルミニウム，ステアリン酸バリウム，ステアリン酸カル

シウム，ステアリン酸亜鉛，ステアリン酸リチウム，およびこれら脂肪

酸金属塩に類する工業薬品の委託加工。

Ｑ：�ものづくりに対するこだわりをお聞かせ下さい。

Ａ： 製造開始の当初から原材料の厳選、万全の工場管理による製品の均一

性、これに加えて技術の優良性を確保してきました。更には、大手メー

カーがこぞって需要の大きな品種に注力していく中、小企業らしくニッ

チな分野に特化することでシェアの維持を図ってきました。

　　今後ともお客様目線でのご提案に努めてまいります。

Ｑ：今後の事業展開をお聞かせ下さい。

Ａ： 現在、ステアリン酸アルミニウムは車載用電池に用いられるアルミニウム

容器の冷間後方押出し加工用潤滑剤としても注目されています。金属石け

んは古くからある化学薬品ですが、その可能性は未だ色褪せず、今後も

様々な分野での応用に展開していきます。

代表取締役

澁谷　卓��氏

～　新しいＤＶＤが入りました　～

国内シェア 50％を占める
ステアリン酸アルミニウム

“ アルステ ”

出荷の様子
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